
〈被災地への医薬品等の提供〉

〈義捐金〉

東日本大震災により被災された皆さまに

謹んでお見舞い申し上げますとともに

被災地の一日も早い復興を心よりお祈りいたします。

　今回の東日本大震災で、当社の宇都宮工場も被害をうけまし
たが、関連お取引業者さまのご協力ご支援と、従業員の懸命の
復旧作業により、医薬品の安定供給体制を再整備することが
できました。ここに、心より御礼申し上げます。
　今後、医薬品の供給が滞らないように、関係会社を含めた
対策を進め、皆さまのQOL向上に努めてまいります。

東日本大震災
3月11日午後2時46分、東北地方三陸沖で日本での観測
史上最大となるマグニチュード9.0の地震が発生しました。
この地震による津波は東北地方から関東地方の太平洋
沿岸部にかけ、甚大な被害をもたらしました。

被災後の状況と推移
3.11　東日本大震災発生

 宇都宮工場の建物及び設備の一部が損傷

3.12　従業員とその家族の全員の無事を確認

3.22　宇都宮工場での減産分を鳥栖工場（九州）にて代替

4.15　宇都宮工場第2工場にてテープ剤の生産再開

〈東日本大震災義捐金の募金活動〉
　2011年4月2日、「第7回久光製薬杯ジュニアバレーボール大会」
が行われたグリーンアリーナ神戸にて、久光製薬スプリングスの選
手・監督・スタッフによる募金活動を行いました。また、ワールドレディ
スゴルフ（茨城県）などのスポーツ大会や、市民講座・お茶会（鳥栖市）
などの文化事業でお預かりした義捐金は、日本赤十字社を通して被災
地へお届けしました。

主な支援活動

　被災された方々の健康・生活に対し、当社の製品がお役に立てるもの
と考え、関連団体を通じ約２,０００万円相当の製品を提供しました。

　当社から義捐金1億円、従業員より2,906,390円を日本赤十字社を通じ、寄付しました。
また、「久光ほっとハート倶楽部」から500万円を寄付しました。（P42参照）

１．日本ＯＴＣ医薬品協会を通じた提供　　　  「サロンシップ　
®温熱用具 直貼　

®」「眼涼　
®」

２．日本臨床整形外科学会を通じた提供　　　「サロンパスＡｅ　®」「眼涼　
®」「フェイタス　

®」
３．日本製薬工業協会（製薬協）を通じた提供　「ナボール　

®パップ」
4．宮城県災害保健医療支援室を通じた提供　「Hisamitsu　®アイスタオル」

3月11日 地震直後の宇都宮工場の様子

日本赤十字社へ義捐金贈呈

募金活動をする久光製薬スプリングス

日本赤十字社へ義捐金贈呈本 十字 へ義 金
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海外からの支援

2 3

ヒサミツブラジル
ホジェリオ・ゴメス

 海外からの
メッセージ

　海外子会社から被災地に対するメッセージや
義捐金が寄せられました。

　被災地には、物資や金銭面の支援だけでなく、被災
された方々の健康に対してもできることがあると考え、
避難所での運動不足からくる諸症状の予防を目的とした、
ほぐれる体操を制作し放映しました。

ヒサミツブラジル ： 1140.60レアル
（1レアル＝49.9円換算：57,000円）

ヒサミツベトナム ： 35,000,000ドン
（1ドン＝0.0046円換算：161,000円）

ヒサミツインドネシア ： 5,865,000ルピア
（1ルピア＝0.0096円換算：56,304円）

Noven Pharmaceuticals Inc. ：
社員の寄付64,000米ドル、
チャリティランイベント47,000米ドル、
合わせて112,000米ドル
（1ドル＝83円換算：9,296,000円）

ヒサミツアメリカでは、個人個人の寄付活
動により日本への支援を行っています。

 海外からの
義捐金

被災地への支援
『もっとボランティアの支援が必要と感じています』

医薬事業部 北日本統括部 学術病院課　藤井 将光

　5月1日～6日まで、友人と一緒に宮城県南三陸町災害ボラン
ティアセンターでボランティアに参加させていただきました。志津川中学校
での体育館に避難所を移すための物資移動・物資整理、志津川小学校で衣類
物資の仕分け、大雄寺でのがれき撤去などの活動に汗を流しました。メディ
アで見るのとは違い、被災者の方々のご苦労を肌で感じることができまし
た。これからもボランティアは重要であると感じたので、まわりの友人に声を
かけるとともに、また機会を見つけて足を運びたいと思っています。

『震災ボランティアに参加して』
医薬事業部 北日本統括部 東北第二ブロック　古山 翼

　私は一週間、仙台市若林区でのボランティア活動に参加
しました。被災地に実際に立ち、自然の恐ろしさ、人間の無力
さを痛感しました。残った住宅周辺の漂流物の撤去、家具の
運び出し、泥出しを手伝いましたが、家の中まで泥が入り込
み、全部捨てるという家主の方に対してかける言葉もなく、
ただ黙々と作業をするしかありませんでした。また、被災者の方には、家族や親戚、友人が亡くなられた方も
少なくありませんが、それを感じさせないくらい私たちに温かく接してくださいました。手助けに行ったはず

が、逆に多くのことを学ばせていただき、人は助け合うことで持っ
ている力の何倍もの強さを発揮できると信じることができました。
これからも自分にできることを仕事の上でも、その他でも、できる
限り応援していこうと思います。

医薬事業部 北日本統括部 東北第二ブロック　永瀬 亮介（右が本人）

ボランティア活動内容は岩手県大槌町にて津波の被害により２階の床
上まで浸水した家屋のがれき撤去、汚泥除去、床掃除を実施しました。

 ボランティア
活動

ノーベン  ファーマシューティカルス
ジョー・マリー・トゥルーシュラー

ヒサミツブラジル
エミリア・サチエ・ワケベ

ヒサミツアメリカ
ボミ・アン

私達の心は、日本の人々と日本に向けられています。
あなた方の勇気には心を打たれます。

日本の皆さんは、必ずこの災害を乗り越え、絶対に立ち上がること
ができると信じ、私たち久光ブラジル従業員一同も心から応援して
います。

ヒサミツインドネシア
イスティック・ナフィアティック・ソレカー

私達は、日本の皆さまを思い祈っています。
ヒサミツベトナム
レ・ティン・タム

日本のみなさんが地震と津波の困難を
乗り越えることをお祈り申し上げます。

日本が1日も早く復興し、力と希望で溢れますように。
私たちの祈りと思いは日本の方々と共にあります。

東北教区被災センター（エマオ）

【ほぐれる体操編】

【手当て編】
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